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研究成果の概要（和文）：ベトナム・ホイアンで出土した考古学資料には、陶磁器や銅銭、キセ
ルなど多様な遺物がみられる。17 世紀の陶磁器は、中国や日本、ベトナム、タイのものである。
なかでも日本の肥前陶磁（伊万里焼・唐津焼）が大量に出土し、また長崎で作られた長崎貿易
銭もある。さらに、タイ土器から生漆が検出されるなど、ホイアンが当時の交易拠点のひとつ
として位置していたことがわかる。出土遺物から、ホイアンは、日本と東南アジア諸国をつな
ぐ港町であり、そこに存在する日本町はそのネットワークの要であった。 

 

研究成果の概要（英文）：The archeology artifact excavated in Hoian in Vietnam includes 
various artifacts like a pottery, the copper coin and the a tabacco pipe, etc. The 
excavated pottery of the 17th century includes the pottery of China, Japan, Vietnam, and 
Thailand. Especially, a large amount of Hizen potteries of Japan (Imari ware and Karatsu 
ware) were excavated. The raw lacquer was discovered from the earthenware made in Thailand. 
Moreover, Nagasaki trade coins made in Nagasaki was excavated, too. The result of these 
investigations is proven that Hoian is one of the bases on the South China Sea trade network, 
at that time. Hoian was a port city that connected Japan to Southeast Asia countries. 
The Japanese Town that existed in Hoian was an important base in the trade network. 
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１．研究開始当初の背景 

 本研究にかかわるこれまでの研究は、戦前
の黒板勝美と岩生成一による東南アジア調
査の成果をまとめた「南洋に於ける日本関係
史料調査報告」がある。これは、インドネシ
アやベトナム、カンボジアなどに遺る日本関

係遺跡や碑文等の調査報告である。そして、
岩生成一は、この成果とオランダ東インド会
社文書等のヨーロッパ史料をもとに『南洋日
本町の研究』『続南洋日本町の研究』等で研
究成果を公表し、東南アジアにあった「日本
町」の実態をはじめて公にした。 
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 しかし、この研究のなかで、東南アジアに
おける関連資料や遺跡の調査は、時代的制約
をうけており、考古学資料や現地における古
文書の活用は尐ない。 

 こうした研究状況は、1990 年代になると
東南アジアの各国において政治的安定がみ
られ、外国人研究者の現地調査が可能となり、
大きくかわった。研究代表者は、ベトナムの
ホイアンに存在した｢日本町｣の考古学調査
を 1993 年からすすめ、かつカンボジア・ピ
ニャルーに存在した｢日本町｣の調査にも参
加した。こうした近年における考古学資料の
活用が本研究の重要な視点である。考古学資
料である遺跡や遺物（陶磁器・銅銭・梵鐘・
碑文など）と古文書などを活用して、東南ア
ジアに存在した「日本町」のネットワークを
解明し、東南アジア近世社会と「日本町」ネ
ットワークの歴史的位置づけをめざすもの
である。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、近年大きく進展した東南アジア
近世遺跡の調査成果と現地史料をもとに、17

世紀における東アジア海の交易・交流活動の
様相と日本人のかかわり、また東南アジアに
存在した｢日本町｣の活動とそのネットワー
クの実態を明らかにすると同時に、近世の東
アジア海におけるモノ・人・技術の交流と交
易の実態を明らかにし、それに大きくかかわ
った「鎖国」以前以後の「日本町」と東南ア
ジア在住日本人の活動実態を浮かび上がら
せることを目的としている。 

 この東南アジアに存在した｢日本町｣ネッ
トワークの視点を導入することで、東アジア
海の交流史の再構築といまだ王朝史観が幅
をきかせる東南アジアの歴史像を、商品・流
通・交易に立脚した視点を導入することで、
これまでの歴史像を変革させる可能性があ
る。 

 東アジア海は、古代から近世にかけて重層
的な交易・交流ネットワークのなかで、17～
18 世紀の近世にあたる時代は、東南アジア世
界がこのネットワークのなかに大きく組み
込まれ、展開した時代である。このネットワ
ークの要に、17 世紀初頭頃から東南アジアの
各地に成立した「日本町」が深くかかわって
いた。しかし、「鎖国」以後の「日本町」の
実態と日本人の活動については、あまりはっ
きりとはしない。 

 本研究では、東南アジア近世遺跡の調査成
果を活用し、上記の研究目的を達成し、「日
本町」ネットワークの視点を導入した日本と
東南アジア諸国の交易・交流史の再構築をは
かり、かつその成果を相手国側の歴史学界に
還元し、東アジア海を巡る共通の歴史認識の
土壌を構築したい。 

 

３．研究の方法 

 東南アジアの「日本町」関連遺物を収集す
る博物館資料調査と「日本町」跡地の現地調
査、出土遺物などの調査を実施した。調査に
あたっては、相手国の研究機関と共同調査の
体制をつくり、実施した。 

具体的には、下記の通りである。 
(1) 平成 20 年度は、ベトナム・ホイアンに
おいて 17世紀の出土遺物の調査を実施した。
具体的には、資料の水洗い・注記・写真撮影・
実測などである。また、市内の博物館におい
て資料調査を実施した。 
 
(2) 平成 21 年度は、ベトナム・ホイアンに
おいて大量に出土している陶磁器類の整理
調査を実施した。また、2009 年 8 月のホイア
ン調査期間中に、ホイアン国際シンポジウム
が開催され、研究代表者は、歴史・考古分科
会を組織した。この分科会には、日本・台湾・
ベトナムの研究者や学生が参加し、交流した。
さらに、出土遺物を一同で観察し、意見交換
をおこない、調査の途中経過を外国人研究者
にも公開した。 
 
(3) 平成 22 年度は、ベトナム・ホイアンに
おいて大量に出土している陶磁器類の整理
調査を実施した。また、2010 年 12 月に昭和
女子大学において、ホイアン国際シンポジウ
ムを組織し、日本・台湾・ベトナム・イギリ
スの研究者・学生が参加し、研究交流を実施
した。このシンポジウムには、皇太子殿下と
彬子女王殿下のご臨席をいただいた。 
 また、国内調査として、三重県松阪市にお
いて角屋関係史料の調査を実施した。 

 
ベトナム人研究者と遺物整理 
 
４．研究成果 
 以下、個別資料である考古学資料から述べ
たい。 
(1)出土遺物の様相 
①陶磁器 

ベトナム・ホイアンで出土した食器類（陶
磁器）の生産地別変遷の様相と時期別変遷の
様相が明確になったことである。 



 

 

 生産地別の変遷は、17 世紀前半にあっては、
中国の景徳鎮窯系と福建・広東窯系の碗・皿
が多くみられた。17 世紀後半になると、日本
の肥前陶磁器が多くみられ、18 世紀になると
中国産のものに代わる。17 世紀には、尐ない
がタイの土器もみられ、その中には生漆が検
出された。 
 陶磁器の生産地別のあり方と変遷から、
「日本町」の存在していた 17 世紀初頭から
後半の間、肥前陶磁を介した東南アジアの
「日本町」と日本の交易・交流の姿が浮かび
上がってくる。つまり、肥前陶磁を扱う商人
に在住日本人が関わっている可能性が、ホイ
アン出土肥前陶磁の様相、つまり出土状態、
分布などから読み取れる可能性がでてきた。 

 
ホイアン出土の肥前磁器 
 
②日本銅銭 
 ベトナム・ホイアンから長崎で作られた長
崎貿易銭が出土している。これは、17 世紀に
日本から多量の銅銭がベトナムに輸出され
たという文献の記録を裏付けるものであろ
う。日本銭が一定の割合で市場に流通してい
た可能性がある。ホイアンだけではなく、ベ
トナム北部で寛永通寶銭も確認されており、
銅銭を介した日本とベトナムの関係が確認
できた。 
 
③陶器製キセル 
ホイアンから無釉陶器で製作された 17 世

紀のキセルが確認された。これは、ベトナム
における喫煙文化とタバコの伝播を考える
上で貴重な資料となる。 
 東南アジアのキセルは、現在までのところ
ミャンマーとラオス、そしてベトナムで陶器
製キセルが作られていたことが確認されて
いる。しかし、ホイアンで確認されたキセル
は、形態的に、また紋様がない点で、ミャン
マーとラオスのもの、あるいはヨーロッパの
クレイ･パイプと相違する。 
 ホイアン出土のものは、形態的には、日本
の金属製キセルに近い。そのため、17 世紀の
ホイアン在住日本人が使用した可能性が考
えられる。このことは、ベトナムへタバコが
伝播するひとつの経路として、日本から東南
アジアへの伝播も視野に入れる必要がでて

きたことである。 

 
ホイアン出土の陶器製キセル 
 
④漆の検出 
 ホイアンから出土したタイ土器に生漆が
付着していたことが科学分析によって確認
された。これは、ホイアンにあった「日本町」
を介して、近世の日本に運ばれたルートを考
える上で重要な成果であった。 

 
17 世紀のタイの土器に付着した漆 
 
(2) 近世東南アジア交易世界の中のホイア
ン 
 ホイアンから出土した陶磁器などの考古
資料から、近世東南アジア交易世界において、
ホイアンは、日本・中国・タイなどとの交易・
交流関係があった。そのなかで、日本の陶磁
器や銅銭、日本製キセルを模した陶器製キセ
ルが出土するなど、日本との交易の要に位置
していた状況が読み取れる。また、ホイアン
出土のタイ土器に付着した漆は、近年、日本
の遺跡から検出されているタイ産漆の搬入
ルートを推定する上で重要な発見となった。 
 このように、個別考古資料から、近世東南
アジア交易世界の中でホイアンの歴史的位
置づけが可能となりつつある。今後は、近隣
のタイに存在したアユタヤ「日本町」やカン
ボジアの「日本町」の出土遺物と比較研究し
ていく必要がある。課題としたい。 
  
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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